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本研究では、複合ハザードを考慮した確率論的リスク評価（PRA）手法の開発を進めている。本稿では、複

合ハザードの分類方法及びモデル化、スクリーニング方法について、整理・提案した内容を報告する。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所の事故の教訓の一つとして、地震と津波など複数の異なる影響をもたらす外部ハザ

ード（複合ハザード）を考慮に入れた PRA 手法の開発が必要であることが指摘されている。複合ハザードは、

因果関係や時間的な影響によって非常に複雑な現象である。ASAMPSA_E [1]や OECD/NEA[2]など国際的プ

ロジェクトで検討されているが、用語や分類方法についてはまだ統一されていないのが現状である。また、

複合ハザードのモデル化やスクリーニング方法についても整理されておらず、合理的な複合ハザードの PRA

手法はまだ実用段階とは言えない。本稿では、複合ハザードの分類方法及びモデル化、スクリーニング方法

について検討した内容を報告する。 

2. 複合ハザードの分類方法及びモデル化 

2-1. 複合ハザードの分類方法 

文献調査結果[1, 3]に基づき、重大な災害を引き起こす可能性の

ある複合ハザードに関連する用語について定義するとともに、そ

の取り扱いを因果関係や時間関係に着目して整理し、一般的な複

合ハザードの分類方法を提案した（表 1、図 1）。 

2-2. 複合ハザードのモデル化 

上記分類方法に基づき複合ハザードの表現方法を検討し、確率

論的な数式によるモデル化方法を提案した。 

3. 複合ハザードのスクリーニングの考え方 

 複合ハザードの抽出方法とスクリーニング基準について調査し[1, 4]、提案した。具体例は以下の通り。 

✓ 相互排他：一方のハザードが起きた時、他方のハザードが起きないというような組合せは排除できる 

✓ 包含：一方のハザードが他方のハザードの定義に含まれている場合、その組合せは排除できる 

✓ 進展速度：ハザードの進展速度に対して、十分な対策が可能な時間がある場合、排除できる 

4．結論 

本稿では、複合ハザードを考慮した PRA 手法の開発に向けて、複合ハザードの分類方法、モデル化、スク

リーニング方法に関する検討で得られた知見を報告した。本研究は、原子力規制庁「令和 5 年度原子力施設

等防災対策等委託費（検査のためのリスク評価手法開発）事業」の成果である。 
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表 1．複合ハザードの分類方法 

 

 

図 1．同時来襲及び時差来襲のモデル化 
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